
様式第2号(第5条関係)

令和 ４ 年 7月 １1日　

№

5

【目標】

【取組内容】

3

【目標】
Ｃｏ2削減を目指します。

【取組内容】
森林にとって必要な伐採→植樹を繰り返すことで若く元気な樹木が保水力、光
合成を高める→Ｏ2を増やします。
Ｃｏ2を吸収した樹木を炭化した炭を活用することで炭素を固定化し、大気中のＣ
ｏ2の低減（カーボンマイナス）に貢献します。

4

【目標】

【取組内容】

1

【目標】
心と身体の健康バランスを保つ商品を目指します。

【取組内容】
・食・空間・空気を浄化し心身の健康に役立つ情報と商品を提供します。
・キコリの塾を通して、自然、環境、健康、思いやりの心の教育を実現します。
・森林の里山の整備、環境や生活に負担をかけない出口戦略を心がけ商品化
をしていきます。

2

【目標】
人と自然が喜ぶ環境循環を目指します。

【取組内容】
・竹や樹木を間伐することで、豊かな水が流れ、植物が光合成をはじめ、里山や
畑が再生します。さらに、間伐した場所や畑に炭を還してあげることで、土壌が
綺麗になり、空気も浄化されます。間伐をし、炭化し、山に還すことで人を自然を
つなぐ環境循環を目指します。

ＳＤＧｓ達成に向けた目標と取組み SDGsゴール

都留市ＳＤＧｓ宣言書

持続可能なまちづくりに向けて、ＳＤＧｓに取り組むことを宣言します。

（フリガナ） カブシキガイシャ　スミヨシ

企業・団体名 株式会社　炭義

（フリガナ） ダイヒョウトリシマリヤク　　　　ミズコシ　ヨシミチ

代表者役職・氏名 （役職）代表取締役　　　　　　　　（氏名）　水越　義倫

＜当社（団体）の取組み＞
山梨県内の自生している竹や樹木を間伐して、炭を製造しています。食用の炭から、住宅用の建築資材に使用できる
炭、畑や水質浄化に使用できる炭と幅広い商品開発をしています。間伐した材をむだにすることなく炭化することで、
人々のライフスタイルに使用できる身近な炭商品に生まれかわり、自然環境に負担をかけない製造方法で、環境問題
にも取り組みます。炭を使えば使うほど人々の健康と自然環境がバランス良く循環する仕組みを作ります。


